


会場 流派等名称・野点席団体名

大阪迎賓館 茶道速水流

茶室豊松庵 小川流煎茶

豊國神社 西大寺大茶盛式

大阪迎賓館 裏千家

豊國神社 一茶菴

茶室豊松庵 小笠原流煎茶道

帝塚山学院大学裏千家流茶道
部

抹茶の野点席(和菓子
付)

大阪府高等学校芸術文化連盟
茶道部門（府立阿倍野高校・府
立大手前高校・大阪桐蔭高校・
追手門学院大手前高校）

抹茶の野点席(和菓子
付)

(財)小笠原流煎茶道関西総支部
煎茶の野点席(玉露・和
菓子)

西大寺で、鎌倉時代から継承される伝統的茶儀が大茶盛です。直径40㎝ほどもある巨
大茶碗で参会者が抹茶を廻し呑みます。現在では春秋二季（4月・10月）と1月15日の初
釜に大々的に開催し、多くの参拝客で賑わいます。西大寺では酒での接待は叶いませ
ん。その代用として登場したのが茶です。酒の代りに茶で催す宴会なので茶盛と呼ばれ
ました。年々参詣者が増えてゆき、それにしたがって茶碗も大きくなってゆき、巨大茶碗
による茶宴ということで大茶盛の名称が生れたと伝えます。このように西大寺の大茶盛
式は福祉と戒律という叡尊の二つの宗教精神を支柱として現在に至るまで連綿と受継が
れてきた伝統的行事なのです。是非その精神を味わってくださいませ。

千利休の孫で茶禅一味を唱え、千家茶道の礎を築いた千宗旦は、自分の茶を末子宗室
に譲ろうと利休の子少庵以来の敷地内に茶室を建てて移り住みました。これが「裏千家
今日庵」のはじまりです。茶道は、一盌のお茶を介して亭主と客がいかに心地よくすごす
ことが出来るか、利休居士より四百数十年かけて創り上げられてきた心の触れあいを大
切にする世界です。裏千家ではこのような茶の心を多くの方に知っていただくために様々
な場を設け茶の湯の紹介につとめています。

西の丸庭園
・野点席

私たち帝塚山学院大学裏千家流茶道部は、６年前に創設された茶道部
です。活動内容は、先月、大山古墳付近で行われた堺祭に参加させてい
ただきました。また、四季折々のお茶会を大学でひらいております。
茶道検定を通して茶道の知識を深めたり、自分たちで旬の食材を使って
点心を作り、季節ごとの趣を楽しみながら活動しております。
帝塚山学院大学裏千家流茶道部一同、心をこめてお茶をお点て致しま
すので、ぜひごゆっくりご賞味ください。

大阪府高等学校芸術文化連盟茶道部門です。今回初めてこのようなビッ
グイベントに参加させていただきます。普段各高校で茶道部員として活動
している私達ですが、この機会に多くの方々に高校茶道部の様子を見て
いただきたいとはりきっています。今回は、阿倍野・大手前・大阪桐蔭・追
手門学院大手前の４校が協力して野点席を担当しています。赤い傘と白
い旗を目印に、どうぞお気軽にお越し下さい。
茶席券は、当日券５００円です。

財団法人小笠原流煎茶道は鎌倉時代から伝わる小笠原流作法を基礎と
して成り立った煎茶方式であり、伝統を守りながらも現代に相応した茶道
として改善と工夫を重ね洗練して出来上がったものです。作りたての和菓
子と共に家元好みの玉露をお楽しみ下さい。

「煎茶」は江戸中期に文人たちによって培われました。緑茶の茶葉も急須もなかった時代
に、文人たちは書斎（文房といいます）で詩や書や絵をかきながら、ひとりで味わう楽しみ
として「煎茶」をつくりあげました。一茶菴は文人の「去俗自娯」の「煎茶文化」を伝えつづ
けて、多くの文人墨客が集う牙城として知られました。長尾雨山、管楯彦、末永雅雄など
近現代の文人たちも、一茶菴で「煎茶」の「去俗」世界を体現しているのです。

財団法人小笠原流煎茶道は鎌倉時代から伝わる小笠原流作法を基礎として成り立った
煎茶方式であり、伝統を守りながらも現代に相応した茶道として改善と工夫を重ね洗練し
て出来上がったものです。
現代に伝わる煎茶道文化にはおもてなしの意義や、思いやりの心、美への感受性の大
切さなど現代社会においては欠かすことの出来ないエッセンスが詰まっております。日本
人に脈々と伝えられた煎茶を飲みながらの心の交流、相手を尊重して交わる空間という
ものの素晴らしさを関西から発信していく機会になればと考えています。四季を通じ、各
地で煎茶会を実施しております。

ご紹介

茶道速水流では始祖速水宗達の唱えた『敬和静寂』の精神のもと、流儀の特徴である温
厚で優雅な茶道を皆様方に知っていただくために様々な茶会を開催しております。
是非、茶会に参加していただいて、茶道の新たな面を再認識して頂きたいと思います。

小川流煎茶は、今からおよそ二百年前の江戸後期、京の御典医であった小川可進に
よって始められました。小川流の手前は、美味しい茶味を引き出すことを主眼とし、それ
ぞれの茶葉、季節や場所、用いる茶具などで様々なバリエーションが加わり、三十を超え
る種類があります。小川流煎茶を通じて、毎日のお茶がこんなに美味しいものだったの
かと、改めて煎茶のよさを再発見していただければ幸いです。

                   茶道流派等・出展団体のご紹介                    茶道流派等・出展団体のご紹介

会場 団体名

甲賀市

ＮＰＯ法人シニア自然大学校菊
炭クラブ・ＮＰＯ池田炭振興協会

奈良県高山茶筌生産協同組合

食ゆき奈良

(株)福寿園

喫茶のかたち研究会・(株)アクト

(株)冨久屋

会場 団体名 テーマ

関西カル茶ー
Kansai　Culture

嵯峨御流　生け花　「景色い
け」

大阪市立大学大学院生活科学
研究科食・健康科学講座

「お茶による生活習慣病の
予防効果について」

｢千利休 in 京都（KYOTO）京
都における千利休のゆかり
の地を巡るツアー｣

｢アジアの若者のお茶文化
調査」

奈良県立奈良朱雀高等学校

大和茶２０１１．
”もし、女子高生が大和茶を
プロデュースしたら…”
『奈良朱雀ビジネス企画部』

出展内容

西の丸庭園
茶マルシェ

和束町雇用促進協議会

宇治茶の主産地として、生産者のこだわりのお茶の提供とお茶を使用した加工食品の販売を通して、
質の高い宇治茶がどうして生まれるのかを紹介します。同時に京都府景観資産第１号に登録され、文
化的景観として認定された「生業の茶畑景観」を紹介し、ニューツーリズムを提唱します。
①和束茶の煎茶・ほうじ茶・抹茶の試飲販売　②「お茶の佃煮」「お茶クッキー」「茶団子」等の加工食品
の販売　③茶源郷ツアーの紹介　④担い茶屋による野点

甲賀市は、滋賀県の最南端に位置し、甲賀流忍者、信楽焼、東海道の宿場など歴史・文化や豊かな自
然が数多く残る地域です。また、豊かな自然が生み出す清浄な空気や冷涼な気候は、全国や関西の
茶品評会でも度々、農林水産大臣賞を受賞しています「土山茶」や「朝宮茶」をはじめとして、品質の良
いお茶を作り出し、全国的にも「お茶の産地」としても、古い歴史を持つ地域です。
今回は、その「土山茶」、「朝宮茶」を初めとして、今年度23年の関西茶品評会受賞茶などを用意し、広
くみなさまに甲賀市の特産のお茶を知っていただきたく、ＪＡこうかの協力により、試飲・販売を行ってお
りますので、どうぞお気軽にお立ち寄り下さい。

茶マルシェで池田炭、池田炭のお菓子の展示・販売。 ｢茶の文化｣展（シニア自然大学菊炭クラブ活動
＆池田炭体験講座＆本化の募集案内）

実演・展示・販売

① お茶ツアーの紹介： パネル（横断幕）展示・ツアー参加へのパンフレットの配布・のぼりの設置　②
お茶の振る舞い： 大和茶消費宣伝推進協議会及び日本茶インストラクター協会奈良支部が協力しま
す。③ お茶関連グッズ販売：　お茶・お茶おにぎり・その他

私ども福寿園は、寛政2年の創業以来、「無声呼人」（声なくして人を呼ぶ。徳をつめば、呼ばなくても人
が集まる）の家訓のもと茶一筋に歩み続けています。伝統の技を活かし、自社の工場でおいしく仕上げ
た銘茶の販売と、日本茶インストラクターによるお茶のコンサルティングを行います。また、京都各地で
展開している、宇治茶のティーライフが楽しめる施設をパネル紹介いたします。

新たな価値観を有する現代的なテイストの喫茶空間を提案し続けています。今回は、新たにデザインさ
れたスツールと小庭を、喫茶空間の中心として提示します。縁側スツールと玉砂利に苔で満たした１尺
ボックスを組み合わせて、コンパクトな庭で茶ごころ空間を創り、お茶と茶文化の魅力に満たされた空
間を観せていきます。ご自由にお座りいただけますので、ごゆっくりと空間の魅力を堪能下さい。

西の丸庭園
｢茶の文化｣
展

京都嵯峨芸術大学芸術学部観
光デザイン学科

「関西各地のお茶ブランドのパッケージデザインを発表（パネル展示）」
及び日本のお茶の歴史などをパネルで紹介。

嵯峨御流の挿花法「景色いけ」により大阪城を借景に「茶」の木及び花を
素材に、秋をテーマに生け花作品を展示。ステージで生け花パフォーマ
ンスを１１月１９日（土）・２０日（日）両日とも午前１１時から予定。

私達の研究室によって明らかにされたお茶の生理作用についての研究
発表　I. 緑茶抽出物による生活習慣病（ガン、アルコール性肝硬変）予防
効果とそのメカニズムについて、II. 免疫抑制剤 (FK506) によって誘導さ
れる腎毒性に対する緑茶抽出物の保護効果について、III. マテ茶抽出物
によるアルコール性肝硬変の予防効果とそのメカニズムについて

　「熊野古道の茶文化」（関
西３大学によるお茶に関す
る研究成果発表・産学連携
による和歌山県田辺市本宮
町の観光アピール） ①産学
連携による熊野茶｢音無茶｣
と茶文化のアピール、②地
域応援｢がんばろう熊野｣

関西３大学（立命館大学・和歌山
大学・大阪観光大学）

大阪観光大学観光学部

｢千利休 in 京都（KYOTO）－京都における千利休のゆかりの地を巡るツ
アー｣趣旨：有名処だけでなく、一般的に知られていない千利休ゆかりの
地を発信するまたなかなか触れられない茶道という日本文化に触れる機
会を持つ。

｢はなやか関西～文化首都年～｣ロゴマークをイメージした創作菓子の実演をします。昭和27年（1952
年）創業、大阪都島の地で和菓子屋を営み、地域の茶道の先生方に茶会等で使っていただいていま
す。この度｢はなやか関西～文化首都年～｣ロゴマークをイメージした菓子を創作しました。大阪城を舞
台とした総合イベント会場において、創作菓子の実演及び販売等を通じて、｢茶の文化｣と切り離すこと
のできない菓子を紹介します。

発表内容

「大和茶」について、生徒が生産者に話を聞くなどして歴史・文化や観光
ルートについて調査などし、フィールドワーク成果の発表を書いたものを
パネル展示。当部提案による大和茶製品の商品パッケージの統一“ミニ
茶箱”による展示。茶農家等のご協力により７０個程度を長机に並べて展
示。“大和茶”に関する資料配布。

立命館大学自主ゼミ｢地域観光学研究会｣：テーマ｢観光教育｣、発表スタ
イルは、展示ポスターにより適宜説明いたします。

大阪観光大学観光学部峯俊ゼミナール：テーマ「世界遺産地域のお茶文
化―和歌山県田辺市本宮町を調査地として」、発表スタイルは、研究成
果を展示ポスターにより適宜説明いたします。

 産学連携による和歌山県田辺市本宮町の観光アピール（熊野本宮観光
協会とＪＡみくまのによる音無茶・茶粥などの試飲・試食、特産品販売）

「アジアの若者のお茶文化調査」趣旨：日本人学生と留学生に、お茶につ
いてのアンケート調査を行い、若者の生活でのお茶文化を調べる。

和歌山大学観光学部小畑・廣岡ゼミナール：テーマ「熊野古道と熊野本
宮温泉郷」、発表スタイルは旅行企画を展示ポスターにより適宜説明い
たします。


